
４５周年記念式典 

 

会長挨拶      会長   屋嘉比良夫君 

本日私共春日井ロータリークラブ創立４５周年記

念式典を迎えるにあたり、ご多忙中にも拘らず、

春日井市長、伊藤 太様を始め、この様に多数の

御来賓の方々に、ご臨席賜りまして、誠にありが

とうございます。心より感謝申し上げます。 
 
私共のクラブは、小牧ロータリークラブ様のスポ

ンサーの下に１９６９年４月２８日に創立されま

した。この４５年の間、ロータリークラブの理想

とする「超我の奉仕」の精神に基づいて会員共々

研鑽に努め、地域社会及び国際社会において積極

的に活動して参りました。 
今年度は、継続事業はもとより、恒例の事業等を

行うと共に、４５周年記念事業として、春日井福

祉の集いにおけるサボテン鉢植え体験事業、春日

井市緑地公園への「ニュートンのリンゴの木」の

苗木の植樹式、フィリピン、セブ島における小学

校への水洗トイレの寄贈、会員有志によるセブ島

中学生１７名への奨学金寄贈の「あしながおじさ

んプロジェクト」事業。また、東北被災地のため

に活動している春日井市内２団体への応援援助も 
行って参りました。この様に 45 周年記念事業が 
遂行出来るのも、歴代の会長始め先輩諸氏の素晴 

 
らしいご功績と実績有っての事と、心より感謝申

し上げる次第です。 
本年度、春日井ロータリークラブは、新しいメン

バーを大勢、迎え入れる事が出来ました。私共ク

ラブにとり、名誉であり、かつ喜びであります。

これからも新しいメンバー共々、クラブと地域の

新たな発展に向かって頑張っていく所存でござい

ます。 
どうか今後とも、春日井ロータリークラブの活動

に、ご理解とご協力を賜ります様に心よりお願い

申し上げます。最後になりましたが、本日ご参加

頂きました皆様方のご健康と、そして益々のご活

躍とご発展を祈念致しまして本日の式典の御挨拶

とさせて頂きます。ありがとうございました。 
 

春日井ロータリークラブ
創立45周年記念式典



ソングリーダー 副会長 太田弘道君 

 

 

式典の開会の辞 
           実行委員長 名畑 豊君 

本日は、お忙しいところこのこの式典のご出席い

ただきありがとう 

ございました。ただいまから４５周年記念式典を

開始させていただきます。 

 

 

来賓挨拶 

春日井市長    伊藤  太様 

春日井ロータリークラブが創立 45 周年を迎えら

れましたことを心からお祝い申し上げます。また、

本日ご参会の皆様方には、日頃から春日井市政の

発展にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げ

ます。 

貴クラブにおかれましては、歴代会長の卓越した

ご指導の下、これまでに、市内の学校や各種団体

と連携し、未来を担う子どもたちへの寄附や活動

助成など素晴らしい事業を続けてこられました。

また、国内外のロータリークラブとの連携を始め、

最近では、フィリピンセブ島の小学校への水洗ト

イレの寄贈や、昨年１１月の超大型台風ヨランダ

による被災に対する救援といった海外での協力、

支援活動のほか、東日本大震災により被災した高

校生のための奨学金などにも積極的に協力されて

おります。さらに、「万有引力の法則」を発見した

ニュートンの自宅のリンゴの接木を、昨年１１月

に東京の小石川植物園から本市の都市緑化植物園

に寄贈いただいた際には、ひとかたならぬご尽力

をいただきました。これもひとえに、屋嘉比会長

の『ロータリアンとして、世界・地域に奉仕しよ

う』の方針のもと、個人ではできない奉仕を、ロ

ータリー財団を通じて、世界・地域で様々な活動

として実現されていることと深く感謝いたします。 
さて、春日井市は昨年度市制 70周年を迎えまし

た。また、先日は本市の人口が３１万人を突破す

るという嬉しいニュースもありました。現在は、

着実に次の時代に向かって、新たな歴史を築くた

めの一歩を踏み出しています。本市は、これまで

に育まれた人のつながりや地域の絆を貴重な財産

として、子どもから高齢者まで、誰もが心豊かに、

誇りを持って住み続けることができる都市の実現

を目指してまいります。 
貴クラブにおかれましては、45周年という節目を

迎え、結束をより一層強め、会員一丸となって活

動されますとともに、本市の活力ある発展に更な

るご尽力を賜りますようお願い申し上げます。 
結びに、春日井ロータリークラブの更なる飛躍と、

会員の皆様方のご多幸を祈念いたしまして、お祝

いの言葉とさせていただきます。 
 

春日井市議会議長    友松 孝雄様 

ご紹介をいただきました市議会議長友松孝雄でご

ざいます。 

春日井ロータリークラブ創立 45 周年記念式典が



挙行されるにあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

このたび、春日井ロータリークラブが、めでたく

結成４５周年を迎えられましたことを心からお祝

い申し上げます。 

貴クラブは、昭和４４年に結成以来、４５年とい

う年輪を刻まれてきたわけですが、この長い歩み

の間、常にロータリー理念の高揚に努められ、輝

かしい業績を挙げられましたことは、歴代会長を

はじめ会員各位のご協力の賜物であると心から敬

意を表します。 

また、本市に対しましても、サボテン鉢植え大会

やニュートンの林檎の木の植樹式の開催など、そ

のご貢献に深く感謝を申し上げる次第であります。 

昨今、一人ひとりの価値観が」多様化し、人のつ

ながりが弱まっている中、人の命や尊厳がいとも

簡単に脅かされる世の中となってまいりました。 

こうした中にあって、ロータリークラブの理念を

礎として、学びあい、助け合いながら地域奉仕の

先頭に立ったロータリークラブの活動は、一層需

要になってくるものと思っております。 

会員の皆様におかれましては、「ロータリアンと

して 世界・地域に奉仕しよう」のクラブテーマ

のもと、一層活躍されることをご期待申し上げま

す。 

終わりに、春日井ロータリークラブが、ますます

発展されますとともに、会員の皆様方のご健勝、

ご活躍を心からお祈り申し上げまして、私のあい

さつとさせていただきます。 

 

 

春日井ロータリークラブ創立４５周年祝辞 

 

国際ロータリー第２７６０地区 

地区副幹事 原田 保男君 

春日井ロータリークラブの皆様創立４５周年を迎

えられ誠におめでとうございます。 
 私が春日井ロータリークラブさんの事を少し詳

しく知りましたのは地区副幹事として昨年９月に

ガバナー補佐であります丹羽様と補佐幹事の大島

様と一緒に訪問したのがご縁でした。 

その時屋嘉比会長様は、今年度は創立４５周年を

迎えるにあたり、着々と準備を進めて参りました。

クラブの総力を挙げて記念事業を実行し成功させ

たいと抱負を語られました。そして各委員会の皆

様もその事業に合わせた計画を立てておられまし

た。 
青少年活動への助成と育成から地域の特産であり

ますサボテン教室や、ロータリーの森の整備等継

続的な活動をしてみえます。又、海外の恵まれな

い子供達のために、水洗トイレや足長おじさん事

業など、実に多岐に渡る活動は、貴クラブの会長

方針であります「ロータリアンとして、世界、地

域に奉仕しよう」との想いを見事に実践されたも

のであります。 
私達は月に一度は「奉仕の理想につどいし友よ」

と合唱して、奉仕の理想と理念をテーマとして追

究し、そしてそれを具体的に実践することが、求

められております。 
私は一人のロータリアンとして貴クラブから多く

のことを学びとても爽やかですがすがしい気持ち

で一杯であります。 
最後に田中ガバナーからのメッセージをお伝えし

締めたいと思います。「春日井ロータリークラブ

の皆様、ロータリーを実践し みんなに豊かな人

生とそしてお一人お一人が輝いてこの一年を過さ

れましたことに心から敬意と感謝を申し上げま

す。」 
今後とも増々ご活躍と貴クラブのご発展をお祈り

申し上げて、お祝いの言葉といたします。 
本日はおめでとうございます。 
 
 
 
 
 
感謝状及び表彰 

ニュートンの林檎の木の育成資金 

 
 
 
 



ガールスカウト助成金 

 
インターアクトクラブ助成金 

 
米山記念奨学会への寄付 

 
ロータリー財団への寄付 

 

閉会の辞       副会長 大橋 完一君 

 
懇 親 会 

懇親会の開会の辞 

       実行委員長  名畑 豊君 

 

本日はお忙しいところ、春日井ロータリーの４５

周年記念式典のご出席いただきありがとうござい

ます。式典では、長い挨拶はしてはいけないと言

われていました。この場で、すこしだけ時間をい

ただきたいと思います。 

春日井ロータリーは４５周年事業として多くのこ

とを行いました。 

記念事業の最長のものは、計画してから足掛け３

年を超え実現いたしました。フィリピンセブ島の

小学校への水洗トイレ寄贈です。 

最短の事業は「ニュートンのリンゴの木」の植樹

です。２０１３年６月４日に東京大学付属小石川

植物園にニュートンのリンゴの木を分けていただ

くようにお願いをして、同年、１１月２３日の 

植樹式まで６か月もかかりませんでした。これは、

先ほど春日井市長のご挨拶にもありましたように、

夢とロマンを各団体が共有し、「超我の奉仕」のお

かげと思います。 

まだ、「あしながおじさんプログラム」のように継

続中の事業もあります。 

この春の宵のひととき、春日井ロータリーの４５

周年の思い出を語りながらお過ごしいただききま

すようにお願いいたします。 



で 500 鉢を春日丘インターアクトクラブにお

手伝いして頂き、無料で配布しました。 

② 45 周年事業として、ニュートンの林檎の木の

植樹式を 11 月 23 日に春日井市緑花植物園に

於いて行いました。春日井 RCは、25周年記念

に、全国の RCに呼びかけ、各県の県木を送っ

て貰い、市内の緑道の一部に植樹して、『ロー

タリーの森』を作らさせて頂きました。今年

で 20年を迎えますが、ロータリーの森のシン

ボルの木にする為に、東京大学小石川植物園

から、『ニュートンの林檎の木』を譲り受け、

春日井市、市制 70 周年記念と春日井 RC45 周

年記念として合同で植樹式を行いました。 

③ 国際的な事業として、フィリピンセブ島の女

子中学生に対して奨学金を出す、『あしなが

おじさんプログラム』を昨年より実施してい

ます。優秀な女の子に、教育資金を奨学金と

して、援助しようと言う事で始めました。年

間、日本円で\25,000 円出せば中学の教育が受

けられると言う事で、昨年は 8 名、今年は 9

名の女の子に、春日井 RCメンバーが一人に一

人、個人のポケットマネーで、奨学金を送り、

一人 2年間、援助しています。 

④ 45 周年の最大の事業として、フィリピンセブ

島、シモンアユーダ小学校に水洗トイレの寄

贈する事業を行いました。小学校の隣に日本

人の事務所が有り、自分達の飲み水を確保す

る為に、井戸を掘った所、多くの水量が出て

来た為、自分達だけで使用するのはもったい

ないと思い、隣の小学校のトイレを衛生面を

考え水洗トイレに、したらどうかと市役所に

持掛けたが、予算が無いと言う事で却下され、

当クラブの昨年の名畑会長が、現地に工場が

あると言う事で相談され、春日井 RCで援助す

る運びになりました。建設費用は、400 万円ほ

ど係りました。この小学校には 1,800 人の児

童が居り少々、小さいですが昨年の秋には完

成して喜んで使用してます。2月 16日～19日

に、15名で水洗トイレの寄贈式とあしながお

じさんプログラム トイレのメンテナンスを

お願いする、セブ RCとマニラ、サンマルセリ

ーノ RC の 2 クラブと友好 RC の締結に行って

まいりました。寄贈式には、当地の市長も同

席され、小学校の児童と、あしながおじさん

プログラムに支援している奨学生17名に熱烈

な歓迎を受けてまいりました。 

 

 

 

 

 

 

アトラクション 転輪太鼓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

転輪太鼓の東北さくら植樹支援金贈呈 

 

「手に手つないで」 

 

 



 

閉会の辞  パストガバナー補佐 清水 勲君 

 

この度、45 周年の式典に春日井市長 伊藤 太様を

初め、東尾張分区並びに、地域で御活躍されてみ

える団体の長の皆様が、お祝いに駆けつけて頂き、

有難う御座いました。 
春日井ロータリークラブも 50 周年 100 周年と未

来に向かって、地域社会の皆様に、お役に立つロ

ータリークラブとして、飛躍すると同時に、ご列

席の皆様方のご健勝とご多幸をお祈りして、閉会

のご挨拶と致します。 
本日は、誠に有難う御座いました。 

 

 

 

春日井ロータリークラブ
45周年記念事業

春日井ロータリークラブ４５周年記念事業

サボテン鉢植え大会

2013年11月2日（土）「福祉のつどい」（春日井市総合福祉セ
ンター）において、第２回『サボテンの鉢植え大会」を行ない
ました。昨年度は午前中の2時間あまりで予定数を上回る
200鉢が終了した為、本年度は前年度より多い500鉢を用意
し実施しました。また、今回は協力者として、後藤サボテン様、
ロータリーから春日丘インターアクトの応援もお願いしました。
当日は春日井ロータリーは例会変更を行ないました。慣れ
ない手つきで春日井ロータリーのメンバーも鉢植えを入れる
カゴを一生懸命に作成しました。自分が鉢植えしたサボテン
を毎日見ることにより、育てる喜びを感じていただき、且つサ
ボテンは春日井市のシンボルでもあることから、春日井市へ
の愛着を持ち、郷土愛が生まれて来るのではないかと期待
しております。

Photo:
第２回サボテン鉢植え大会
（2013年11月2日）【 インターアクトメンバーの応援 】

春日井ロータリークラブ４５周年記念事業

ニュートンのリンゴの木（植樹式）

2013年11月23日（土）「都市緑化植物園」（春日井市）において、英国の物理学者「アイザック・ニュートン」が
万有引力に気づくきっかけになったといわれるリンゴの木の子孫の苗を植える植樹式を行いました。

Photo:
ニュートンのリンゴの木
植樹式
（2013年11月23日）

記事:
中日新聞近郊版
（2013年11月24日）

春日井ロータリークラブ４５周年記念事業

ニュートンのリンゴの木（植樹式）プレートイメージ

ニュートンのリンゴの木
MaIus domestica Borckh. cv. Flower of Kent
ケントの花 栽培品種 バラ科

アイザック・ニュートンは、イギリスの物理学者で、自分の生まれた家のリンゴの木から、リンゴが落ちたのを
見て「万有引力の法則」を発見したといわれています。

そのリンゴの木を「ニュートンのリンゴの木」といわれ、枝を接木した苗木が1964年（昭和39年）に日本へ送ら
れ、東京大学附属小石川植物園で大切に育てられました。

このリンゴの木は、小石川植物園から「子ども達に夢を与え、科学する心を育てる」という目的のために、特別
に分譲された「ニュートンのリンゴの木」の接木苗「分身」です。

設立45周年を迎える春日井ロータリークラブのご尽力で「春日井市制70周年記念事業」として植樹しました。
春日井市の貴重な財産として皆さんと一緒に大切に育てていきましょう。

2013.11.23

上記の文は、ニュートンのリンゴの木の看板（春日井市作成）の文章です。
このプレートは春日井ロータリーが作成し春日井市に寄贈しました。
ここには春日井ロータリーがニュートンのリンゴの木を春日井市と共同で行なったと明記されてい
ます。

リンゴの木
（東京大学付属小石川植物園）



春日井ロータリークラブ４５周年記念事業

あしながおじさんプログラム

あしながおじさんプログラムとは、春日井ロータリークラブのオリジナルプログラムとして2013年より実施してい
るプログラムです。春日井RCのロータリアン1名が、フィリピンの中学生1名に2年間奨学金（1名＠25000円/年
間）を出すシステムです。
募集人員は第１次は8名、第2次は9名を募集しました。

第2次奨学生の面接は12月末に行いました。

【 応募者 】

【 面接風景 】

春日井ロータリークラブ４５周年記念事業

あしながおじさんプログラム

第1次奨学生と今回実施する2014年度（第2次募集）で合計17名になります。

【1】Sharon Rose G. Flores 【2】Angelica R. Puerto

【3】Bernadette K. Mitra 【4】Cristal Mae V. Sasing

【5】Lyra Jane S. Yabana  【6】Glycel Joyce B. Wamilda

【7】Janen M. Laag 【8】Siobee L. Atimana

＜第１次奨学生8名＞

【9】Arias Michelle 
Rose

【10】Enguito 
Arlene

【11】Estoconing 
Jenny

【12】Galanza 
Arachel

【13】Fin Jehden Star 
Novedec

【14】Pino Criszelea
Joy

【15】Alvarez Kelsy
Marie

【16】Lingaro 
Harlene

【17】Ganoran Jeliene
Khate

＜第２次奨学生9名＞

春日井ロータリークラブ４５周年記念事業

あしながおじさんプログラム

屋嘉比会長から奨学金プログラムの説明と奨学生との面会を2014年2月17日に実施しました。

奨学金プログラムの説明をする会長

奨学生と春日井RC訪問メンバー記念撮影

奨学生とあしながおじさんの面会

 

春日井ロータリークラブ４５周年記念事業

水洗トイレ寄贈（シモンアユーダ小学校トイレの現状・計画図）

フィリピンのリノアン市にあるシモンアユーダ小学校に水洗トイレを寄贈します。この水洗トイレは、春日井
ロータリークラブが実施し、セブロータリークラブ、マニラ・サンマルセリーノロータリークラブが協力して実現
することができました。

◆ 小学校のトイレの現状

・工事費用 350万円
・3年間のメインテナンス

費用 30万円

◆ 計画図

春日井ロータリークラブ４５周年記念事業

水洗トイレ寄贈・贈呈式（シモンアユーダ小学校トイレの施工・完成）

【 水洗トイレの施工打合せ 】

春日井ロータリークラブ４５周年記念事業

水洗トイレ寄贈・贈呈式（シモンアユーダ小学校トイレ贈呈式）

春日井ロータリークラブ４５周年記念事業

セブRC・サンマルセリーノRCとの友好ロータリーの締結
2014年2月17日：セブRC例会場（ホテル）

水洗トイレの寄贈がきっかけとなり、セブRCとマニラ・サンマルセリーノRCと友好ロータリーの締結を
2014年2月17日（月）実施しました。

 

春日井ロータリークラブ４５周年記念事業
TOPICS：復興のための支援金をセブロータリークラブへ

セブ島周辺での地震に対しては10万円、台風に対しては20万円を復興のための支援金として、春日井ロー
タリークラブからセブロータリークラブにお贈りしました。

フィリピン

セブ島北部を台風が通過ボホール島は地震の震源地

セブ島

【 支援金をセブロータリークラブへ 】



  
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 


